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○
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
探
検 

夏
休
み
恒
例
の
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど

れ
探
検
を
開
催
し
ま
す
。
舜
天
王
・
英
祖

王
・
察
度
王
統
と
し
て
栄
え
た
「
浦
添
グ

ス
ク
」
と
復
元
さ
れ
た
「
浦
添
よ
う
ど
れ
」

な
ど
身
近
に
あ
る
史
跡
・
遺
跡
を
通
し
て

郷
土
の
歴
史
と
文
化
に
親
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
開
催
日
時
は
８
月
１
６
日(

日)

９

時
～
１
２
時
半
。
※
受
付
は
８
時
半
よ
り
。 

参
加
料
金
は
大
人
・
子
供
と
も
に
お
一
人

様 

３
０
０
円
。（
資
料
代
、
保
険
料
含
む
）

小
学
３
年
生
以
上
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

※
但
し
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。 

 
 

 

【
探
検
ポ
イ
ン
ト
】 

☆
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

☆
浦
添
よ
う
ど
れ 

☆
伊
波
普
猷
霊
園 

☆
浦
添
家
居
館
跡
・
デ
ィ
ー
グ
ガ
マ 

☆
展
望
台
・
ト
ゥ
ン 

☆
浦
添
城
の
前
の
碑 

☆
仲
間
樋
川 

☆
ク
バ
サ
ー
ヌ
御
嶽 

☆
浦
添
大
公
園
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス 

申
込
み･
お
問
い
合
わ
せ
は
、
浦
添
グ
ス

ク
・
よ
う
ど
れ
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

○
千
羽
鶴
で
供
養 

 

６
月
２
３
日
の
「
慰
霊
の
日
」
に
、
な

か
ま
学
童
ク
ラ
ブ
の
平
和
学
習
が
あ
り
ま

し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
毎
年
「
慰
霊
の
日
」

に
関
連
し
た
平
和
学
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
子
供
達
に
戦
争
や
平
和
と
い
う
言
葉

の
意
味
、
平
和
の
尊
さ
を
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。 

当
日
参
加
し
た
小
学
生
か
ら
は
「
ガ
イ

ド
さ
ん
の
お
話
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
の

で
、
戦
争
と
か
平
和
に
つ
い
て
少
し
は
勉

強
で
き
ま
し
た
」
、
「
戦
争
は
人
を
殺
し
た

り
、
大
勢
の
人
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と
な
の 

で
絶
対
駄
目
で
す
。
友
達
と
も
仲
良
く
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
勉
強
し
ま
す
」
な
ど

の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

最
後
は
慰
霊
の
日
の
行
事
に
呼
応
し
て

デ
ィ
ー
グ
ガ
マ
で
は
、
正
午
の
時
報
に
合

わ
せ
て
全
学
童
支
援
員
の
方
々
が
二
度
と

戦
争
が
な
い
よ
う
子
供
た
ち
が
折
っ
た
千

羽
鶴
を
手
向
け
て
７
０
年
前
に
命
を
亡
く

し
た
人
々
の
霊
を
供
養
し
ま
し
た
。 

 
 

○
缶
詰
壕 

 

今
回
は
前
号
に
引
き
続
き
、
浦
添
グ
ス

ク
に
あ
る
戦
跡
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
缶
詰
壕
は
、
昭
和
１
９
年(

１
９
４
４)

に
造
ら
れ
た
壕
で
、
中
は
複
雑
な
形
状
を

し
て
い
ま
す
。
日
本
軍
用
の
食
糧
を
保
管

し
た
壕
で
、「
糧
食
壕
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
魚
肉
団
子
や
鯖
、
パ
イ
ン
な
ど
の

缶
詰
の
ほ
か
、
乾
燥
野
菜
や
米
、
酒
（
泡

盛
）
、
味
噌
な
ど
の
入
っ
た
箱
や
袋
が
豊
富

に
あ
り
、
こ
れ
ら
を
出
入
口
に
積
み
上
げ

 浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
０
０
円 

小
人
（
小
中
学
生
）
５
０
円 

 

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料 

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
※
但
し
祝
祭
日
の

場
合
は
開
館
）
及
び
年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
０
３ 

 

沖
縄
県
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３
‐
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】
琉
球
バ
ス
交
通
牧
港
線(

５

５
番)

仲
間
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

(

５
６
番)

安
波
茶
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
⒑
分 

※
地
図
な
ど
詳
細
は
浦
添
市
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

る
こ
と
で
、
弾
よ
け
・
爆
風
よ
け
に

し
て
い
ま
し
た
。
缶
詰
壕
で
は
大
隊

長
や
将
兵
の
ほ
か
、
カ
ン
パ
ン
壕
よ

り
も
比
較
的
軽
度
の
負
傷
兵
が
身
を

隠
し
、
脱
出
の
機
会
を
う
か
が
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
火
炎
放
射

器
な
ど
の
攻
撃
を
う
け
、
食
糧
は
全

て
持
ち
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。  

【仲間樋川】 

市内でも大きな井泉の

ひとつです。日常の飲用

水、生活用水などに利用

される共同井戸でした。 

浦添市指定史跡。 

【浦添城の前の碑】 

第二尚氏 7 代目の王・

尚寧王の命により、

1597年に浦添から首里

までの道を整備した記

念に建てられた竣工記

念の碑。 


